
令和３年度全国学力・学習状況調査の調査結果
の活用による指導改善に向けた説明会

小 学 校 算 数

奈良県教育委員会事務局学校教育課



〈本日の内容〉

１．調査問題について

３．課題等

５．先生方にお願いしたいこと

２．調査結果の概要

４．指導改善のポイント



１．調査問題について

① 調査問題作成の基本理念について

○ 新しい学習指導要領が求める育成を目指す資質・能力を踏まえ、具体的
なメッセージとして示すもの

○ 調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基盤的な事
項を具体的に示すもの

教員による指導改善や、児童生徒の学習改善・学習意欲の向上などに
役立つとの視点が重要とされており、学習指導要領に示された算数科の
目標及び内容等に基づいて作成されている。



１．調査問題について

② 領域等と評価の観点について

○ 出題の範囲
・ 学習指導要領における、「数と計算」、「図形」、「測定」、「変化と関係」
「データの活用」の各領域に示された指導内容をバランスよく出題するこ
ととした。
なお、小学校第５学年までの内容となるようにしている。

○ 評価の観点
・ 「知識・技能」、「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。



１．調査問題について

③ 調査問題について

算数科の内容（領域） 数と計算 図形 測定 変化と関係 データの活用

主たる評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現

算数・数学の問題発見・
解決の過程における局
面

日常生活の事象 数学の事象

日常生活の事象を数理的に捉え、問題
を見いだすこと

数学の事象から問題を見いだすこと

問題解決に向けて、問題を焦点化すること

焦点化した問題を数学的に解決し、数学的
な表現を用いて筋道を立てて説明すること

解決過程や結果を振り返り、意味づけ
たり、活用したりすること

解決過程や結果を振り返り、概念を形
成したり、統合的・発展的に考えたりす
ること



１．調査問題について

④ 問題形式について

○ 問題形式は、選択式、短答式、記述式の３種類としている。

・記述内容に関して
（a）「事実」を記述する問題（対応設問： ３ （４））

算数科の学習では、数量や図形、数量の関係を考察して見いだした事実を、確認したり説明したりすることが大切
である。
「事実」を記述する問題では、計算の性質、図形の性質、二つの数量の関係などの記述を求めること、表やグラフな

どから見いだすことができる特徴や傾向の記述を求めることが考えられる。

（ｂ）「方法」を記述する問題（対応設問： １ （１）、 ２ （３））
算数科の学習では、問題を解決するために見通しをもち、筋道立てて考え、その考え方や解決方法を説明すること
が大切である。
「方法」を記述する問題では、問題を解決するための自分の考え方や解決方法の記述を求めること、 他者の考え方
や解決方法を解釈して、その記述を求めることが考えられる。また、ある場面の解決方法を基に別の場面の解決方法
を考え、その記述を求めることが考えられる。

（ｃ）「理由」を記述する問題（対応設問： ４ （３））
算数科の学習では、論理的に考えを進めてそれを説明したり、判断や考えの正しさを説明したりすることが大切であ
る。
「理由」を記述する問題では、ある事柄が成り立つことの理由や判断の理由の記述を求めることが考えられる。



２．調査結果の概要

分類 区分
対象
問題数
（問）

平均正答率（％）

奈良県 全国

全体 16 69 70.2

学習指導
要領の領
域

数と計算 ４ 60.9 63.１

図形 ３ 57.5 57.9

測定 3 73.7 74.8

変化と関係 ３ 76.1 75.9

データの活用 ５ 75.2 76.0

問題形式

選択式 6 75.6 76.0

短答式 6 75.3 75.8

記述式 4 ５０．９ 53.0

〈分類・区分別集計結果〉 〈小学校算数の児童の正答数分布グラフ〉
（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

平均正答数 中央値 標準偏差 最頻値

奈良県 11.1問/16問 12.0問 3.6問 14問

全国 11.2問/16問 12.0問 3.5問 14問
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２．調査結果の概要

〈問題別集計結果〉

問題
番号

問題の概要
奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

１（１） 二つのコースの道のりの差の求め方と答えを書く ６０．９ ６２．5 ２．０ 1.7

１（２）
500ｍを歩くのに７分間かかることを基に、1000ｍを歩くのにかかる時
間を書く

８６．３ ８６．7 ２．１ 1.7

１（３） ア と イ の二つの速さを求める式の意味について、正しいものを選ぶ ５６．３ ５5.8 ２．３ 1.4

１（４） 午後１時35分から50分後の時刻を書く ８８．７ ８９．2 ０．８ 0.7

１（５） 分速540ｍのバスが2700ｍを進むのにかかる時間を求める式を書く ８５．６ ８５．1 １．７ 1.5

２（１） 直角三角形の面積を求める式と答えを書く ５５．２ ５５．1 １．７ 1.6

２（２） 直角三角形を組み合わせた図形の面積について分かることを選ぶ ７１．６ ７２．5 １．５ 1.0

２（３） 二等辺三角形を組み合わせた平行四辺形の面積の求め方と答えを書く ４５．５ ４６．0 ４．６ 4.6



２．調査結果の概要

〈問題別集計結果〉

問題
番号

問題の概要
奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

３（１） ６年生の本の貸し出し冊数を、棒グラフから読み取って選ぶ ９５．０ 95.8 ０．５ ０．４

３（２） 学年ごとのほんの貸し出し冊数について、棒グラフから分かることを選ぶ ９０．４ ９０．７ ０．６ ０．４

３（３） 「１１４」は二次元の表のどこに入るかを選ぶ ６６．５ ６７．５ ２．３ １．７

３（４） 帯グラフから、割合の違いが、一番大きい項目を選び、その項目と割合を
書く

５０．４ ５２．0 １２．３ １０．３

３（５） ５年生と６年生の読みたい本と、多くの５年生と６年生に読まれている本
を調べるために、適切なデータを選ぶ

７３．７ ７3.9 １．８ １．３

４（１） 余りのある除法の商と余りを基に，２３個のボールを６個ずつ箱に入れて
いくときに必要な箱の数を書く

８１．６ ８3.0 ２．１ １．７

４（２） ８人に４Ｌのジュースを等しく分けるときの一人分のジュースの量を求め
る式と答えを書く

５４．４ ５５．5 ２．５ ２．０

４（３） ３０ｍを１としたときに１２ｍが０．４に当たるわけを書く ４６．７ ５１．5 １３．３ １０．３



２．調査結果の概要

記述式 記述式
記述式

記述して解答する問題において、無解答率が高く正答率が低い傾向にある。



３．課題等

A 数と計算

◇ 示された除法の結果について、日常生活の場面に即して判断することができている。
〔 4 （１）〕

◆ 商が１より小さくなる等分除（整数）÷（整数）の場面で、場面から数量の関係を捉え
て除法の式に表し、計算をすることに課題がある。 〔 4 （２）〕

◆ 小数を用いた倍についての説明を解釈し、ほかの数値の場合に適用して、基準量を１と
したときに比較量が示された小数に当たる理由を記述することに課題がある。
〔 4 （３）〕

B 図形

◆ 二等辺三角形を組み合わせた平行四辺形の面積の求め方を記述することに課題
がある。 〔 ２ （３）〕

◆ 三角形の面積の求め方について理解することに課題がある。 〔 ２ （１）〕

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号



３．課題等

C 測定

◇ 条件に合う時刻を求めることができている。 〔 １ （４）〕

◇ 速さと道のりを基に、時間を求める式に表すことができている。 〔 １ （５）〕

◆ 速さを求める除法の式と商の意味を理解することに課題がある。 〔 １ （３）〕

D データの活用

◆ 帯グラフで表された複数のデータを比較し、示された特徴をもった項目とその割合を
記述することに課題がある。 〔 ３ （４）〕

◇ 棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができている。 〔 ３ （２）〕

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号

C 変化と関係

◇ 集団の特徴を捉えるために、どのようなデータを集めるべきかを判断することができて
いる。 〔 ３ （５）〕



４．指導改善のポイント

A 数と計算

〇 数量の関係を捉え、正しく立式したり、計算結果を基に問題場面を振り返ったりすることができるように
する指導の充実
〇 小数を用いた倍の意味について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目して理解できるよう
にする指導の充実

B 図形

〇 図形を構成する要素などに着目し、面積の求め方について筋道立てて説明できるようにする指導の充実
〇 量のもつ基本的な性質について理解し、それらの性質を基に考察できるようにする指導の充実

C 変化と関係

〇 異種の二つの量の割合として捉えられる数量の比べ方や表し方について理解できるようにする指導の充
実

D データの活用

〇 統計的に問題解決するために、データを分類整理し、データの特徴や傾向を読み取ることができるように
する指導の充実
〇 設定した問題に対して集めるべきデータを判断できるようにする指導の充実



算数 １ （３）日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること（地域めぐり）

（３）速さを求める除法の式と商の意味を理解しているかどうかをみる。 ［Ｃ領域］



算数 １ （３）日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること（地域めぐり）

Ｈ２５ Ａ４ 異種の二つの量の割合として捉えられる数量について、その比べ方や表し方を理解しているかどうかをみる。

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

１ １ 51.5 ◎

２ ２ 11.0

３ ３ 15.2

４ ４ １８．７

９９ 上記以外の解答 2.5

０ 無解答 1.0



算数 １ （３）日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること（地域めぐり）

Ｈ３０ Ａ４（２） 異種の二つの量の割合として捉えられる数量について、その比べ方や表し方を理解しているかどうかをみる。



算数 １ （３）日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること（地域めぐり）

Ｈ３０ Ａ４（２）

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

１ １ 48.4 ◎

２ ２ 8.0

３ ３ 18.7

４ ４ 18.6

９９ 上記以外の解答 5.0

０ 無解答 1.3



算数 １ （３）日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること（地域めぐり）

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

１ １ ５６．3 ◎

２ ２ ２1.2

３ ３ 6.3

４ ４ 8.8

９９ 上記以外の解答 5.1

０ 無解答 2.3

速さを基める除法の式と商の意味を理解できるようにする
ことが大切。



算数 １ （４）日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること（地域めぐり）

「どちらが速いかを判断しよう」
～除法の式と商の意味を理解し、表現する～

異種の二つの量の割合として捉えられる数量を用いて、
目的に応じてその大きさを比べ、表現できるようにするこ
とが大切。

・単元末の授業例



算数 ２ （１）図形の構成の仕方に着目した図形の計量についての考察

図形の計量について、図形の構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えて、筋道立てて説明すること
ができる。

（１）三角形の面積の求め方について理解しているかどうかをみる。 ［B領域］

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

式 答え

１ ３×４÷２ ６ 55.2 ◎

５ ３×４ １２ 9.9

８ ５×３÷２
５×４÷２

６以外
無解答

4.7

10 ５×３
５×４

６以外
無解答

3.5

12 ３×４×５÷２
３×４×５

６以外
無解答

18.3

９９ 上記以外の解答 5.8

０ 無解答 1.7



算数 ２ （１）図形の構成の仕方に着目した図形の計量についての考察

H１９ A５（２） H２１ A６

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

式 答え

１ ６×４÷２ １２ ８7.8 ◎

６ ６×４ ２４ 7.2

９９ 上記以外の解答 1.6

０ 無解答 １．6

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

１ ４×６÷２ 66.9 ◎

６ ４×６ 9.0

７ ７×６÷２ 2.2

９９ 上記以外の解答 9.0

０ 無解答 7.4

正答率
88.1％
解答類型
１～３

正答率
６8.0％
解答類型
１～５



算数 ２ （１）図形の構成の仕方に着目した図形の計量についての考察

図形の計量について、図形の構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えて、筋道立てて説明すること
ができる。

（１）三角形の面積の求め方について理解しているかどうかをみる。 ［B領域］

・水平な辺を底面としており、三角形の底辺や高さの関
係について理解していないと考えられる。
・示されたすべての辺の長さに着目して立式しており、必
要な情報を選び出すことができていないと考えられる。

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

式 答え

１ ３×４÷２ ６ 55.2 ◎

５ ３×４ １２ 9.9

８ ５×３÷２
５×４÷２

６以外
無解答

4.7

10 ５×３
５×４

６以外
無解答

3.5

12 ３×４×５÷２
３×４×５

６以外
無解答

18.3

９９ 上記以外の解答 5.8

０ 無解答 1.7



算数 ２ （１）図形の構成の仕方に着目した図形の計量についての考察

図形のどこの長さに着目すると、面積を求めることができるのか理解できるようにすることが大切。
また、底辺と高さの関係を理解し、必要な情報を選びだすことができるようにすることも大切。

公式を用いる上で
不要な辺や線分の
長さを示した場合

水平になっていな
い辺を底辺として
いる場合



算数 ２ （３）図形の構成の仕方に着目した図形の計量についての考察

（正答例）
辺BCを底辺としたとき、高さは、６×２＝１２で、
１２㎝です。
平行四辺形ABCDの面積は、５×１２＝60で、
60㎠です。
【平行四辺形ABCDの面積】 ６０（㎠）



算数 ２ （３）図形の構成の仕方に着目した図形の計量についての考察

（正答の条件 抜粋）
次の①、②の全てを書き、平行四辺形ABCDの面積
を６０と書いている。
① 平行四辺形ABCDの高さを求める式や言葉
② 平行四辺形の面積を求める公式を用いた、
平行四辺形ABCDの面積を求める式や言葉

解答類型（抜粋） 反応率
（％）

正答

求め方 平行四辺形
ABCDの面積

１ ①、② 60 ４5.5 ◎

３ ① ６０ １．３

４
６０以外
無解答

４．１

５ ② ６０ ８．６

６
６０以外
無解答

０．７

１０ 高さを、6.5㎝の二つ分と捉えてい
るもの

６０ ０．２

11 ６５ ８．３

１２
６０と６５以外
無解答

３．６

１６
平行四辺形ABCDの面積を二等辺
さん決壊の面積の四つ分として求
めているもの

６０
２．７

９９ 上記以外の解答 １４．３

０ 無解答 ４．６



算数 ２ （３）図形の構成の仕方に着目した図形の計量についての考察

台形の面積を求める公式を導く際に、変形する前の図形と
変形した後の図形の関係を説明する活動

平行四辺形の面積を求める公式を導く際に、平行四辺形
を長方形に等積変形して面積を求める活動

面積を求めるために必要な辺の長さや高さを、組み合わせ
る図形の面積の辺の長さや高さから求めるなど、図形を構成
する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えることがで
きるようにすることが大切。
その際、面積を求めようとする図形の辺の長さや位置関係、

分かっている図形の辺の長さや位置関係を捉え、図形の面積
の求め方について筋道を立てて説明できるようにすることが
大切。



算数 ３ （４）統計的な問題解決の方法を用いた考察（図書アンケート）

（４）帯グラフで表された複数のデータを比較し、示された特徴をもった項目とその割合を言葉と数を用いて記述で
きるかどうかをみる。

（正答例）
５年生と６年生で、「あてはまる」と答えた人の割合のちがいが、いちばん
大きいこう目は、イ図書室に行く時間がないです。
５年生が１５％で、６年生が８０％です。



算数 ３ （４）統計的な問題解決の方法を用いた考察（図書アンケート）

（４）帯グラフで表された複数のデータを比較し、示された特徴をもった項目とその割合を言葉と数を用いて記述で
きるかどうかをみる。

(正答の条件)
次の①、②、③の全てを書いている。
①「イ 図書室に行く時間がない」を表す言葉や記号
②「イ 図書室に行く時間がない」について、５年生の「あてはまる」と答えた人の割合を表す数
③「イ 図書室に行く時間がない」について、６年生の「あてはまる」と答えた人の割合を表す数

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

１ ①、②、③ ５0.4 ◎

２ ①、② ０．６

３ ①、③ ０．８

５ ① 7.6

６ ア ０．7

７ ウ ０．7

８ エ 14.1

99 上記以外の解答 １1.7

０ 無解答 12.3

自分たちが出した結論について多面
的に捉え考察できることが大切。

（解答類型５の例）
５年生と６年生で、「あてはまる」と
答えた人の割合のちがいが、いちば
ん大きいこう目は、イ図書室に行く時
間がないです。
５年生 48÷114
６年生 66÷114



算数 ３ 統計的な問題解決の方法を用いた考察（図書アンケート）

児童が主体的に活動でき
ることができるようにするため
に、児童の目的に応じて、統
計的な問題解決活動の展開
を組み立てていくことが大切。



算数 ３ 統計的な問題解決の方法を用いた考察（図書アンケート）

データを分析して得られた結論を基に、目的を振り返りながら結論の妥当性を
吟味したり、さらに追究することがないかを考えたりする場を設定することが大切。
また、データを調べることで明らかになりそうなことを考え、統計的に解決可能な
問題を設定できるようにすることも大切。



算数 ４ （2）計算結果について数量の関係に着目した考察（除法と小数を用いた倍）

（２）商が１より小さくなる等分除（整数）÷（整数）の場面で、場面から数量の関係を捉えて除法の式に
表し、計算をすることができるかどうかをみる。

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

式 答え

１ ４÷８ ０．５ 53.9 ◎

２ １/２ 0.5 ◎

９ ８÷４ ２ 37.2

99 上記以外の解答 1.7

０ 無解答 2.5

数量の関係を捉え、正しく立式したり、計算結果
を基に問題場面を振り返ったりすることができ
るようにすることが大切。

H２２ 算Ａ２（１）

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

式 答え

１ ４÷８ ０．５ 55.9 ◎

２ ４/８ 0.0 ◎

５ ８÷４ ２ 29.5

99 上記以外の解答 5.4

０ 無解答 4.0



Ｈ２２算Ａ２（１）



算数 ４ （３）計算結果について数量の関係に着目した考察（除法と小数を用いた倍）

（３）小数を用いた倍についての説明を解釈し、ほかの数値の場合に適用して、基準量を１としたときに
比較量が示された小数に当たる理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる。

（正答例）
３０ｍを１としたとき、０．１にあたる長さは３ｍです。
１２ｍは、３ｍの４つ分になるので、３０ｍを１としたときの０．４にあたります。



算数 ４ （３）計算結果について数量の関係に着目した考察（除法と小数を用いた倍）

（３）小数を用いた倍についての説明を解釈し、ほかの数値の場合に適用して、基準量を１としたときに
比較量が示された小数に当たる理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる。

（正答例）
次の①、②の全てを書いている。
① ０．１に当たる長さが３ｍであることを表す言葉や数
② １２ｍは３ｍの四つ分になることを表す言葉や数

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

１ ①、② 46.7 ◎

２ ① 11.2

３ ② 4.0

４ ０．１に当たる長さが０．３ｍ
であること

0.3

５ ０．１に当たる長さが２ｍで
あること

3.6

７ １２÷３０＝０．４で、０．４倍
であること

3.5

８ 類型１、２、４～７以外で、
３０ｍを基にしているもの

8.3

９ １２ｍを基にしているもの 1.7

99 上記以外の解答 7.3

０ 無解答 13.3

数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、整数を
用いた倍の意味を捉え直して、小数を用いた倍についても、
基準量を１としたときに比較量がいくつにあたるかという意
味について理解できるようにすることが大切。



算数 ４ （３）計算結果について数量の関係に着目した考察（除法と小数を用いた倍）

「小数を用いた倍の意味を説明しよう」

～基準量や小数の仕組みに着目し、図を用いて
倍の意味を考える～



算数 ４ （３）計算結果について数量の関係に着目した考察（除法と小数を用いた倍）
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資料の特徴を活かして、学習指導の改善・充実へ



３．先生方にお願いしたいこと

○ 正誤だけではなく、解答類型を見ていくことにより、児童がどこでどのようにつまずいて
いるのか等を分析することができます。そこから、どのような指導が必要かと考えることで、
授業を工夫することができます。

○ 調査対象学年だけではなく、低学年からつまずきがある場合もあります。「学習指導要
領における領域・内容」から該当する学年を確認し、系統性を意識することで、全学年を
見通した授業を展開することができるなど学習の計画を工夫することができます。

○ 本年の調査結果と関連する過去の資料を比べることにより、児童のつまずきやすいポ
イントがみえてきます。

○ 本調査の問題作成の枠組みや調査問題を参考にした授業づくりも考えられます。

全国学力・学習状況調査を
学習指導の改善・充実に


